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～市道末広町線の3Dモデル化と可視化～

▼研究の概要（背景・目標）
宮古市では、歩いて楽しいまちづくり

をキーワードに、中心市街地の魅力向上
を目指している。その一環として、中心
部の通りでは、かつてのまちの賑わいを
取り戻すため、車の通行を抑制して、安
全で安心して歩ける道路空間を創出する
社会実験を実施し、その効果や自動車交
通等への影響を検証する。

▼研究の成果（結論・考察）

1.市道末広町線全体を据え置き型の
FARO3Dスキャナーで計測を行った（図：
右上段）。

2.市道末広町線の歩道デザインでは色や模
様など4種類の計画案が作成され、ビデオ
で公開を行った（図：右中央）。

3.3D計測で得られた市道末広町線の3Dモ
デルは完全な3次元座標を持っているため、
VR（Virtual Reality）表示や視覚シミュ
レーションが可能である（図：右下段）。

4. 複数の都市計画案をより分かり易く比較
検討することが可能となった。

▼研究の内容（方法・経過）

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1.本研究で得られた研究成果を使用して、東北地方の都市計画、道路計画、河川計画等に応用する。

2.残された課題は3D計測で得られた膨大な点群データから3Dモデルを構築する作業時間の短縮である。

3. 深層学習を用いることで、点群データを構造化する試みを行っている。具体的には市道末広町線で得ら
れた電柱データに対して、全自動で電柱や電線ケーブルを抽出する方式を開発した。

4.調査実施にあたり、ご協力いだいた岩手県立大学の高橋弘毅氏、加藤徹氏、高志毅氏に感謝申し上げる。

1. 調査対象宮古市、盛岡市の都市景観

2. 調査内容 3D計測データの活用法開発

3. 調査期間 2019/4 – 2020/3

4. 調査経過現在、本研究は岩手県全域に
対象を広げた活動を継続している。


